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 日常生活のなかで「わかりやすさ」のありが

たみを感じる場面はたくさんある。身近な例と

して駅をあげよう。乗りたい電車の改札口を探

すときは、路線ごとに色分けされたマークが便

利である。地上への出口はどこにあるのか迷っ

たら、黄色い看板に書かれた大きな数字を目印

にすればよい。電車の優先席、トイレなどの表

示には、ピクトグラムが使用されている。いず

れも絵記号、数字、色などを使用し、一目でわ

かるような工夫が施されている。 

 しかし、言葉による伝達は一筋縄にはいかな

い。自分の考えていることを相手がわかるよう

に言葉で伝えることは、とてつもなく難しいと

つねに痛感している。労働組合に関係する仕事

をしていると、物を書いたり、人前で話したり

する機会に恵まれる。そのときによく耳にする

のが、「わかりやすかったです」という読者や

参加者の声である。 

 その言葉を聞くと、私はいつも思うことがあ

る。受けとる側にとっては、内容そのものより

も、「わかりやすさ」が重要な評価基準になる

のだと。たしかに、まずは内容を正確に理解す

ることは必要だが、理解したと思えばそこで思

考を止めてしまっていいのか、もっと深く考え

なくていいのかと、どうしても気になってしま

う。もっとも、取るに足らない内容だったのか

もしれないが、「わかりやすい」で片づけられ

るならば、むしろ批判をしてくれたほうが私は

うれしい。その批判は内容に踏み込んで考えて

くれた証拠でもあるし、私自身が気づかなかっ 

た点を教えてくれるからである。 

 さらにいえば、こうした「わかりやすさ」が

偏重される傾向に、危うさのようなものを感じ

る。これは受けとる側だけでなく、伝える側に

も問題はあるだろう。例えば、いかに暮らしや

すく、公平で安全な社会をつくるかという課題

について伝える場面を想定してみると明らかで

ある。そもそも私たちの暮らす社会は、さまざ

まな制度や人間関係が複雑に絡みあってできて

いる。そうした複雑な問題をわかりやすくする

ために、無理に簡潔に伝えようとするならば、

その行為は無謀である。 

 もちろん、複雑なことを正確に丁寧に伝える

ことは必要不可欠である。しかし複雑だからと

いって、さまざまな事柄を削ぎ落とし、単純化

しすぎると問題が生じる。その削ぎ落したもの

のなかに重要なことが含まれているかもしれな

いし、内容自体が希薄になる可能性もある。そ

の典型例が実際に台頭しているポピュリズムで

ある。受けとる側である有権者の「わかりやす

さ」偏重志向とうまく結合した政治運動といえ

よう。 

 誰もが伝える側にも受けとる側にもなりうる。

単純さのみを求める「わかりやすさ」には慎重

になったほうがよいように思う。情報があふれ

すぎている時代だからこそ、自分の頭で繰り返

し咀嚼してみることが大切であろう。私自身も

肝に銘じたい。 


